


18年度に実施した主な事業�
●  わくわく西の城設備改修事業 34，906千円�
●  町道武田古原線（Ⅱ期）道路改良事業�
 30，000千円�
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●  活き活きふさの田んぼ支援事業 7，936千円�
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そ
の
他
の
基
金�

財
政
調
整
基
金�

基　金　の　推　移�（一般会計分）�

　
歳
入
総
額
は
、
24
億
１
７
９
１

万
２
千
円
（
前
年
比
０
・
７
％

減
）、
歳
出
総
額
は
、
22
億
４
３
３

万
９
千
円
（
前
年
比
４
・
９
％
減
）

で
、
翌
年
度
繰
越
（
１
６
１
万
５

千
円
）
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

額
は
２
億
１
１
９
５
万
８
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
町
の
貯
金
で
あ
る
財

政
調
整
基
金
や
特
定
目
的
の
支
出

に
充
て
る
基
金
か
ら
の
繰
入
に
よ

り
補
て
ん
し
て
お
り
、
財
政
調
整

基
金
残
高
は
、
２
億
８
４
０
１
万

２
千
円
で
６
７
４
８
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
う
ち
、
町
税
は
市
町
村

民
税
が
増
に
な
り
ま
し
た
が
、
固

定
資
産
税
の
減
に
よ
り
７
億
３
４

１
５
万
４
千
円
（
昨
年
比
１
・
８

％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
（
国
か
ら
町
へ
交

付
さ
れ
る
お
金
）
は
７
億
２
５
０

２
万
７
千
円
で
２
０
０
８
万
３
千

円
（
昨
年
比
２
・
８
％
）
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
と
町

税
で
歳
入
全
体
の
60
・
４
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
国
県
支
出
金
（
町
の
実
施
し
た

事
業
に
対
す
る
国
や
県
か
ら
の
補

助
金
等
）
は
、
町
道
武
田
毛
成
線

道
路
改
築
事
業
の
完
了
や
学
校
施

設
補
助
金
等
の
減
に
よ
り
４
９
９

７
万
５
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
地
方
債
は
地
方
交
付

税
の
減
額
分
の
振
替
措
置
で
あ
る

臨
時
財
政
対
策
債
が
１
６
３
０
万

円
、
水
道
事
業
出
資
債
が
１
２
３

０
万
円
、
定
率
減
税
の
削
減
等
に

よ
り
減
税
補
て
ん
債
が
１
０
６
０

万
円
そ
れ
ぞ
れ
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

　
歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人

件
費
（
町
職
員
の
給
与
や
町
議
会

議
員
の
報
酬
等
）、
補
助
費
、
物
件

費
な
ど
の
経
常
的
経
費
が
18
億
２

１
６
３
万
２
千
円
で
、
全
体
の

82
・
６
％
を
占
め
て
お
り
、
道
路

の
整
備
な
ど
の
事
業
を
行
う
た
め

の
投
資
的
経
費
は
１
億
１
７
７
０

万
６
千
円
で
、
全
体
の
５
・
３
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
に
実
施
し
た
主
な

事
業
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。
　

　
行
財
政
改
革
プ

ラ
ン
に
よ
る
人
件

費
や
物
件
費
等
の

経
常
的
経
費
の
節

減
に
努
め
、
少
し

ず
つ
成
果
が
あ
ら

わ
れ
て
い
ま
す

が
、
公
債
費
（
大

規
模
事
業
の
際
に

借
り
入
れ
た
お
金

の
元
利
償
還
金
）

や
扶
助
費
と
い
っ

た
義
務
的
な
経
費

の
割
合
が
大
き
い
た
め
、
投
資
的

な
事
業
等
に
充
て
る
こ
と
の
で
き

る
お
金
は
、
全
体
の
ご
く
一
部
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
一
般
会
計
と
給
食
特
別

会
計
を
含
め
た
普
通
会
計
に
お
け

る
経
常
収
支
比
率
（
経
常
経
費
に

充
て
ら
れ
た
毎
年
経
常
的
に
入

り
、
自
由
に
使
え
る
お
金
（
町
税
、

普
通
交
付
税
等
）
の
割
合
）
は
95
・

８
％
と
非
常
に
高
く
、
財
政
構
造

は
弾
力
性
を
失
っ
て
お
り
、
危
機

的
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

更
な
る
経
費
の
削
減
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。



自
主
財
源�

（48.5％）�

依
存
財
源�

（51.5％）�

117,007千円�
（4.8％）�

分担金及び負担金�
使用料及び手数料�
78,632千円（3.3%）�

152,059千円�
（6.3%）�

経
常
的
経
費�

（82.6％）�

投�
 資�
  的�
　   経�
  　   費�

（5.3�
        ％）�

    その他�
 （12.1％）�

180,060千円�
（8.2%）�

積立金・出資金・貸付金�
84,941千円（3.9%）�

歳　　入�

歳　　出�

特別会計�

国民健康保険事業�

歳入  668,938千円　歳出  649,372千円�

歳入�

歳出�

国民健康保険税�

　（31.2％）�

国県支出金�

（30.3％）�

  その他�

（33.2％）�

繰越金（5.3％）�

保険給付費�

（69.7％）�

   老人保健�
   拠 出 金�
 （15.7％）�

   その他�

（14.6％）�

給食センター事業�

歳入  73,033千円　歳出  71,908千円�

歳入�

歳出�

給　食　費�

（39.0％）�

繰　入　金�

（59.3％）�

その他（1.7％）�

給食材料費�

（40.1％）�

総　務　費�

（59.9％）�

老人保健�

歳入  483,875千円　歳出  481,797千円�

歳入�

歳出�

支払基金交付金�

　（53.2％）�

国県支出金�

（40.0％）�

医　療　諸　費�

　（99.7％）�

町税の内訳�

 個人町民税�
223,663千円�
（30.5％）�

固定資産税�
318,701千円�
（43.4％）�

法人町民税139,312千円（19.0％）�

町たばこ税42,524千円（5.8％）�

その他9,954千円（1.3％）�

その他（6.8％）�

繰
越
金�

町　税�

734,154�
　  千円�

（30.4％）�

財産収入・寄付�
  金・諸収入・繰�
    入金�

  地方�
 譲与�
税等�

224,490千円�
（9.3％）�

地方�
交付税�
725,027�
　 千円�
（30.0％）�

国
県�

支
出
金�

人件費�

648,495�
　　千円�
  （29.4％）�

390,524千円�
（17.7％）�     物件費�

254,887千円�
   （11.6％）�

公債費・�
扶助費・�
  維持�
  　補修費�

527,726千円�
（23.9％）�

�

普通建設事業費�
117,706千円�
  （5.3％）�

繰
出
金�

介護保険事業�

歳入  315,972千円　歳出  308,823千円�

歳入�

歳出�

 支払基金�
 交 付 金�
（29.8％）�

国県支出金�

（37.0％）�

保険給付費�

（96.0％）�

　その他（4.0％）�

　その他�

（15.5％）�

    保険料�

（17.7％）�

町
債�

補助費等�

�

その他（0.3％）�

242,943千円�
（10.0％）�

143,600千円�
（5.9％）�



　
町
で
は
、
平
成
18
年
３
月
に
策

定
し
た「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」に

基
づ
き
、
各
種
の
行
財
政
改
革
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
、「
事
務
事
業
の

見
直
し
」「
民
間
委
託
等
の
推
進
」

「
定
員
管
理
の
適
正
化
」「
給
与
の

適
正
化
」「
財
政
の
健
全
化
」
を
重

点
目
標
と
し
て
、
平
成
17
年
度
か

ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
５
年
間

で
、
５
億
６
１
０
０
万
円
の
削
減

を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お

り
、
平
成
18
年
度
は
約
１
億
２
５

０
０
万
円
の
削
減
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
度
に
取
り
組
ん
だ
主

な
内
容
と
効
果
額
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

水道料金�
101,787千円�
（63.3％）�

県補助金�
　　22,468千円�
　　（14.0％）�

町補助金�
 30,000千円�
 （18.7％）�   純利益�

7,781千円�

 減価償却費�
 47,387千円�
  （31.0％）�

支払利息�
41,407千円�
（27.1％）�

 維持管理費�
 31,859千円�
    （20.8％）�

   人件費�
32,033千円�
 （20.9％）�

その他�
253千円（0.2％）� 給水加入申込負担金�

6,090千円（3.8％）�
その他 375千円（0.2％）�

補てん�

財源（※1）�

 72,261千円�
（100.0％）�

8,096千円（11.2％）�固定資産取得費�
771千円（1.1％）�

割賦負担金�
   11,478千円�
      （15.9％）�

企業債償還金�
　51,916千円�
　（71.8％）�

支  出�
72,261�
千円�

収  入�
       0�
    千円�

支  出�
152,939�

千円�

収  入�
160,720�
      千円�

※１　現金の支出を必要としない減価償却費等、�
　　　今までの資金で補てんしています。�

水 道 事 業 会 計 決 算 �
資 本 的 収 支�

（水道施設の建設等に係る収支）�
収 益 的 収 支�

（水道水をつくり、供給することに係る収支）�

建設�
改良費�



　農地や農業用排水等の資源は、農業だけでなく、農
村の豊かな自然環境や景観を形成するうえでも重要
な役割を果たしてきました。
　かつて農村地域には農業者が多く、これら農業者
を中心に農村環境を守ってきたところですが、いま
農村は、農業者の減少と非農業者の増加に伴う混在
化が進み、農村地域であっても農村環境を守ってい
くことが困難な状況になりつつあります。
　また、環境問題に対する国民意識が高まっている
ことから農業生産のあり方についても、環境保全を
重視したものに転換することが求められています。
　このような状況の中で、農村環境資源を農業者だ
けでなく、集落や関係団体を含めた地域ぐるみで保
全し、農業が本来有する自然環境循環機能を向上さ
せ、故郷の農村風景を守っていくことを目的として、
本年度より国の政策として農地・水・環境保全向上対

策事業が始まりました。　
　この事業に本町では、神崎神宿・小松・並木・立野・
植房・古原の６集落が取り組んでおり、本町に所在す
る優良農地の約３５％もの農用地が本事業の対象と
なっております。既に各組織では様々な活動が始
まっており、農道の除草作業や農道補修・農業水路の
泥上げといった基礎部分の活動をはじめとして、農
村環境の景観向上を図るための、農道や農用地法面
等の農村環境資源を利用した花の植栽といった活動
を、農業者だけでなく消防団や老人クラブといった
各集落で活動する団体や、地域に生活する非農家も
一緒に活動を行っております。
　今回は、並木・植房・古原地区で行った活動状況を
紹介します。今後も農村地域での活動の様子をお知
らせしていく予定です。

農地・水・環境�農地・水・環境�農地・水・環境�の良好な�　保全を図ります�



　応援団長率いる紅白青組が、最後までもつれる接戦を
演じた神崎中体育祭（９月９日）と、元気いっぱいに様々
な種目で汗を流した各小学校と米沢保育所の運動会（９
月15日）。自分のチームを力強く応援する声が響きわた
る校庭では、精一杯力を発揮した子どもたちの姿はとて
も感動的で、観客席からは大きな拍手や歓声が沸き起
こっていました。

　毎日を元気で楽しく過ごせるようにと、９月16日、
神崎ふれあいプラザを会場に73歳以上のお年寄りを
招待して敬老大会が開かれました。大勢の方が出席し
た祝賀式典では、人生の節目を迎えられた百歳(１名)
と米寿(20名)の方に町から、喜寿(73名)の方にライオ
ンズクラブから記念品が贈呈され、町長をはじめ来賓
の方からお祝いと感謝の言葉が述べられました。
　その後、転倒予防運動の紹介、神崎保育所園児のか
わいい歌と踊りや佐原ウインドアンサンブルの吹奏楽
演奏が披露され、楽しい一時を過ごしました。



　
今
回
の
研
修
で
は
、
空
港
の
見

学
を
は
じ
め
と
し
て
普
段
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
ボ
ー
イ
ン
グ
社
、

ナ
パ
パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
訓
練
所
の

訪
問
な
ど
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
や
経
済
の
発
展
や
国
際
交
流

を
進
め
る
上
で
欠
か
せ
な
い
場
所

と
し
て
定
着
し
て
い
る
空
港
は
、

て
、
使
用
す
る
部
品
の
ほ
と
ん
ど

が
日
本
製
と
聞
き
驚
き
ま
し
た
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
所
で
は
、
126
名

が
訓
練
を
受
け
て
い
て
、
今
ま
で

に
2200
名
以
上
が
こ
こ
を
卒
業
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
飛
行
機
が
飛
ぶ

ま
で
に
は
、
乗
務
員
の
訓
練
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
点
検
や
整
備
で

多
く
の
人
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
地
元
の
学
生
と

の
交
流
や
野
球
観
戦
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
人
々
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が

で
き
、
充
実
し
た
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
重
要
な

存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
僕
た
ち
の
身
近
に
あ
る
成
田
空

港
は
一
日
に
９
万
人
も
の
人
が
利

用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
見
学
地

で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
空
港
の
大
き
さ
で

す
。
成
田
空
港
の
２
倍
の
広
さ
が

あ
り
2000
年
12
月
に
完
成
し
た
国
際

線
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
北
米
で
最
大

規
模
を
誇
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
で
は
、

ジ
ェ
ッ
ト
機
の
製
造
過
程
を
見
学

し
ま
し
た
。
飛
行
機
一
機
の
製
造

に
多
く
の
人
々
が
携
わ
っ
て
い

　
ア
メ
リ
カ
に
旅
立
つ
前
は
い
ろ

い
ろ
な
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ゴ
ォ
ー
と
大
き
な
音
を
立
て
て
機

体
が
上
昇
し
、 

灰
色
だ
っ
た
窓
が

空
色
に
変
わ
っ
た
瞬
間
そ
ん
な
不

安
は
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
雲
の
上
に
こ
ん
な
に
美
し
い

世
界
が
あ
っ
た
の
か
と
そ
の
空
色

に
圧
倒
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

一
瞬
に
し
て
景
色
だ
け
で
な
く
人

の
気
持
ち
ま
で
変
え
て
し
ま
う
飛

行
機
は
す
ご
い
乗
り
物
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
は
い
ろ
い
ろ
な

場
所
を
見
学
し
、
飛
行
機
を
操
縦

す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
始
め
、
整
備

士
・
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
な

ど
様
々
な
形
で
飛
行
機
に
携
わ
っ

て
い
る
人
々
に
出
会
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
こ
の
仕
事
の
魅
力
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
将
来
航
空
関
係
の

仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
空
の

仕
事
に
関
わ
る 

す
べ
て
の
人
が
安

全
を
第
一
に
考
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
気
づ
き
、
そ
れ
が
「
飛
行

機
が
乗
り
物
の
中
で
一
番
安
全

だ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
最
大
の
理

由
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。

　
今
回
の
派
遣
事
業
は
、
一
機
の

飛
行
機
が
飛
ぶ
ま
で
と
同
じ
よ
う

に
多
く
の
人
々
の
協
力
と
支
え
に

よ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
貴

重
な
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
私
の
人

生
に
生
か
す
と
と
も
に
、
よ
り
多

く
の
人
々
に
こ
の
研
修
で
得
た
こ

と
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。



ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
だ
よ
り�

　
毎
年
恒
例
の
町
文
化
祭
を
別
紙

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。「
文
化
の
秋
」
を
十
分
に
満
喫

で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
25
日

　
９
時
〜
11
時

　
神
崎
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
多
目
的

　
ホ
ー
ル

　
10
月
28
日

　
９
時
30
分
〜
15

　
時
30
分

　
神
崎
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
多
目
的

　
ホ
ー
ル

　
11
月
３
日

　
９
時
〜
15
時
30

　
分

　
神
崎
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
母
子
保

　
健
指
導
室

　
10
月
31
日

〜
11
月
４
日

　（
但
し
、
菊
の
展
示
は
10
月
27

　
日
〜
11
月
４
日
）

　
神
崎
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
好
評
の
子
ど
も
会
お
楽
し
み
会

が
11
月
11
日

に
開
催
さ
れ
ま

す
。
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
を
会
場
に

模
擬
店
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
楽
し

い
企
画
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
当
日
は
チ
ケ
ッ
ト
制
（
有
料
）

と
な
り
ま
す
の
で
、
各
地
区
子
ど

も
会
会
長
さ
ん
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
子
ど
も
会
の
な

い
地
区
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
で
直
接
販
売
し
ま
す
の
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、
詳
し

く
は
小
学
校
を
通
じ
て
配
布
す
る

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
映
画

鑑
賞
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
上
映
作
品
は
、
既
に
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
化
も
さ
れ
話
題
と
な
っ
た

「
１
リ
ッ
ト
ル
の
涙
」
で
す
。

　
難
病
と
闘
い
一
生
懸
命
生
き
た

少
女
の
姿
に
は
感
動
の
涙
を
誘
う

文
部
科
学
省
推
奨
の
名
作
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
後
日
配
布
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
11
月
30
日

　 

● 

午
後
１
時
30
分
〜

　 

● 

午
後
６
時
30
分
〜

②
12
月
１
日

　 

● 

午
前
10
時
30
分
〜

※
15
分
前
に
は
入
場
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　
神
崎
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
多
目
的
ホ
ー
ル

　
今
年
度
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
、

仕
事
や
家
庭
で
便
利
に
役
立
つ
葉

書
印
刷
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
て
楽
し
も
う
と
い
う
実
用
的

な
内
容
で
す
。
ま
ず
は
、
は
が
き

作
成
ソ
フ
ト
「
筆
ま
め
」（
体
験
版
）

を
使
っ
て
年
賀
状
デ
ザ
イ
ン
な
ど

に
ひ
と
工
夫
の
試
み
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
検
索
の

仕
方
や
注
意
点
、
流
行
の
ブ
ロ
グ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
体
験
し
、
簡
単
な

ブ
ロ
グ
を
作
成
し
て
み
ま
す
。
さ

ら
に
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
の

注
意
点
や
ウ
ィ
ル
ス
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活

用
に
つ
い
て
も
学
ぼ
う
と
い
う
講

座
で
す
。
開
催
の
内
容
や
応
募
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
12
月
５
日

・
６
日

・

　
７
日

、
１
月
29
日

・
30
日

　

・
31
日

の
６
日
間

　
全
日
と
も
午
後
６
時
30

　
分
〜
９
時
30
分

　
神
崎
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
視
聴
覚
室　

神
崎
町
在
住
又
は
勤

　
務
の
方　

15
名
程
度

　
石
渡
幹
雄
　
氏

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

　
等
実
費
負
担
あ
り
）

　
受
講
の
申
し
込
み
は
、
10
月
16

　
日

午
前
９
時
か
ら
教
育
委
員

　
会
で
受
付
し
ま
す
。

　
町
民
運
動
会
が
開
催
さ
れ
る
10

月
７
日

は
、「
神
崎
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
」
と
「
わ
く
わ
く
西
の
城
」

を
臨
時
休
館
と
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

図書室カレンダー�

日　　月　　火　　水　　木　　金　　土�
     1 2 3�

 4 5 6 7 8 9 10�

 11 12 13 14 15 16 17�

 18 19 20 21 22 23 24�

 25 26 27 28 29 30

       休館日�

  休館日�

  休館日�

 休館日 休館日    休館日�

  休館日�

日　　月　　火　　水　　木　　金　　土�
  1 2 3 4 5 6�

 7 8 9 10 11 12 13�

 14 15 16 17 18 19 20�

 21 22 23 24 25 26 27�

 28 29 30 31

  休館日�

 臨時休館日 休館日�

  休館日�

 休館日 休館日�

  休館日�

図書室臨時休館のお知らせ�
10月７日○日 は町民運動会のため、臨時休館となります。�



国保だより�国保だより�

　
皆
さ
ん
は
、
交
通
安
全
に
尽
力

さ
れ
る
交
通
安
全
協
会
の
代
議
員

さ
ん
を
ご
存
知
で
す
か
。

　
香
取
交
通
安
全
協
会
神
崎
支
部

は
、
春
、
夏
、
秋
、
年
末
・
年
始

の
交
通
安
全
運
動
で
の
街
頭
活
動

や
、
保
育
園
児
、
小
学
校
児
童
や

高
齢
者
の
交
通
安
全
指
導
等
を
通

じ
て
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た

め
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
・
20
年
度
神
崎
支
部
の

代
議
員
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
交
通
安
全
協
会
の
活
動
に
つ
い

て
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　広報こうざき９月号では、70歳から74歳までの方々が病院で負担する
割合が平成２０年４月１日から、１割から２割（現役並み所得者は、変更なく３割）へ引き上げられるお知ら
せをしました。
　今月は、「自己負担限度額」の変更についてお知らせします。
　医療が高額になったときに病院へ支払う自己負担には限度額が設けられています。自己負担割合の変更に伴
い７０～７４歳（一般）の自己負担限度額が下表のように変わります。
　この限度額を超えて（食事や自費分を除く）支払った医療費は、高額療養費として、町から申請の通知が届
くようになります。

※過去12か月以内に外来＋入院の自己負担限度額を超えた高額療
　養費の支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額。

地区名 　氏　　　名   役職名 地区名 　氏　　　名   役職名 地区名 　氏　　　名   役職名

本宿１ 木　内　晶　弘 理事 小　松 巻　嶋　清　一 理事 　新 鈴　木　智恵子 副婦人部長

本宿２ 大　谷　義　孝 支部長 小　松 鍔　本　伸　子 婦人部理事 毛　成 花　嶋　新　一 監事

本宿２ 根　本　し　な 並　木 石　橋　喜久雄 副支部長 毛　成 村　田　悦　子

本宿３ 　橋　　　攻 副支部長 並　木 龍　 　信　子 婦人部長 古　原 金　原　将　勝

本宿３ 酒　井　節　子 婦人部理事 　今 宮　本　政　司 古　原 杉　浦　良　江 婦人部理事

本宿４ 伊　藤　　　正 監事 高　谷 郡　司　知　枝 植　房 今　井　貞　美

本宿４ 金　木　ふき江 　郡 稲　垣　喜　一 植　房 山　 　賀　子

本宿５ 四　家　徳　行 　郡 山　本　正　明 立　野 杉　本　豊　昭

神　宿 　 　喜美男 理事 　郡 椿　　　明　子 大　貫 後　藤　英　雄

神　宿 平　山　優　子 四季の丘 渡　部　　　功 大　貫 大久保　美佐子 副婦人部長

松　崎 金　澤　節　子 四季の丘 立　石　誠　二 成城台 艮　　　査稚子

向　野 長　峰　美代子 武　田 石　橋　　　静



炭火手焼�

小　川　米　菓�
TEL 0478（72）2109

こうざきせんべい�
おすすめメニュー�
ホルモン焼・とんかつ・さしみ・タンメン・丼物�

営業時間（昼）11:00～15:00（夜）17:00～21:00�
休みは不定休　 �
神崎町三業組合（飲食店組合）加盟店� TEL 72-2552

１日 庁議、千葉県型集落営農現地検討会
２日 自衛隊協力会父兄会総会
６日 香取警察署管内防犯組合連合会総会（香取

市保健センター）
７日～８日　香取郡市市町会視察研修（京都市）
8日 ２１世紀の千葉県観光の夢を語る会（成田

市役所）
10日 臨時議会
17日 香取地区森林組合林業技術研修会
22日 河川行政に関する協議、要望（成田市）
28日 介護保険運営協議会、平成１８年度決算審

査講評
30日 香取郡市町議会議員研修大会（東庄町）
31日 国保運営協議会

13：15～ 13：30受付
平成19年１月～６月出生児

13：15～ 13：30受付
平成18年 10月～11月出生児及び
平成19年５月～６月出生児対象

13：00～ 15：00  一般町民対象

10：30～ 12：00
０歳～18歳未満の子どもを養育し
ている家族対象

13：15～ 13：30受付
平成16年３月～５月出生児対象

　13：15～ 13：30受付
妊娠中の方とその家族対象

☆上記保健衛生行事は､すべて神崎ふれあいプラザ
　保健福祉館が会場となります。

　行政相談制度は、国民の行政に関する様々な要望
や意見に対して、その解決の促進を図るために設け
られている制度です。町では次のとおり町民相談を
開設し、行政相談委員・人権擁護委員・公害苦情相
談員が皆さんの悩みを聞き、その解決を図っており
ます。
　相談は無料で、秘密は厳守いたしますのでお気軽
にご相談ください。

◎日　時　１０月１９日
　　　　　１３：３０～
◎場　所　神崎町役場
　　　　　１階小会議室
○お問い合わせ　町総務課庶務係　 ２１１１

　神崎町に住民登録があり、接種日現在満
　６５以上の方及び６０歳以上６５歳未満の方で心
　臓・腎臓・呼吸器等に重い病気のある方。

　平成１９年１０月１日 ～１２月２８日

 ● 神崎クリニック（要予約） ３１１７
 ● 四季の丘クリニック １１１８
 ● 矢野医院（成田市） ０４７６ -９６ -００７１
 ● 石井内科医院（香取市） １４１４

　接種費用のうち1,000円を公費負担し
　ます。

　接種を希望される方は、保健福祉課及び指
　定医療機関で予診票の配布を行います。
※ お問い合わせ　町保健福祉課　 １６０３



広

報

文

芸
�

広

報

文

芸
�

《
短
　
歌
》
　  

　
今
　
井
　
　
　
勉�

《
川
　
柳
》
　
　  

根
　
岸
　
宏
　
光�

◆
募
集
規
定
　
用
紙
一
枚
に
つ
き
２
首（
句
）ま
で
と
し
、
用
紙
の
サ
イ
ズ
は
問
い
ま
せ
ん
。
必
ず
、
地
区
名
と
名
前
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。�

◆
応
募
先
　
〒
２
８
９
―
０
２
９
２
　
神
崎
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　
◎
応
募
い
た
だ
い
た
短
歌
等
は
各
会
で
選
考
の
う
え
、
掲
載
し
ま
す
。�

�

社
保
庁
は
変
更
し
ま
す
ず
さ
ん
庁  

正
　
　
夢�

白
球
が
熱
中
症
を
吹
き
飛
ば
す  

ハ
イ
ジ�

孫
達
の
赤
青
取
り
合
う
夏
ソ
ー
メ
ン  

ふ
じ
や�

今
は
も
う
電
気
で
走
る
汽
車
ば
か
り  

久
　
　
七�

郵
政
の
マ
ル
優
も
消
え
義
理
も
消
え  

さ
く
ら�

こ
の
次
は
ア
ミ
ダ
で
決
め
た
ら
安
倍
総
理  

山
　
　
花�

預
貯
金
も
痩
せ
て
ふ
て
ね
の
旅
カ
バ
ン  

竹
　
　
女�

川
柳
の
笑
い
が
漏
れ
る
駅
ホ
ー
ル  

只
　
　
尾�

こ
の
猛
暑
避
暑
と
黄
泉
へ
の
分
か
れ
道  

さ
つ
き�

山
手
線
涼
し
さ
に
つ
い
一
廻
り  

邦
　
　
女�

北
朝
の
氣
お
付
け
だ
け
は
素
晴
ら
し
い  

つ
る
や�

痴
漢
で
す
騒
ぎ
に
目
覚
め
我
手
見
る  

細
　
　
辛�

三
枚
目
何
を
し
て
も
付
録
な
り  

若
　
　
葉�

甲
子
園
無
限
に
砂
の
あ
る
と
こ
ろ 

乗
客 

応
　
　
慶�

彼
女
待
つ
駅
に
静
か
な
車
輪
音 

〃 

若
旦
那�

残
暑
な
ほ
続
く
予
報
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト 

本
　
宿 

大
野
　
歌
子�

大
藁
屋
吹
き
抜
く
風
や
虫
の
声 

並
　
木 

酒
井
　
朝
子�

草
叢
の
丈
な
す
ま
ま
や
西
日
中 

本
　
宿 

　
柳
　
迪
子�

み
や
げ
と
て
幼
な
の
握
る
草
の
花 

並
　
木 

飯
田
喜
久
子�

笠
雲
の
富
士
を
遠
見
の
葡
萄
狩
り 

香
取
市 

澤
田
多
恵
子�

う
す
き
陽
を
黄
菊
に
あ
つ
め
庭
暮
る
る 

並
　
木 

椿
　
さ
と
女�

赤
と
ん
ぼ
大
樹
に
な
が
き
由
緒
書 

本
　
宿 

森
之
小
人�

秋
の
庭
を
照
ら
す
月
か
げ
さ
み
し
か
り
黄
泉
の
夫
は
如
何
に
見
て
い
ん�

 

小
　
松 

石
橋
　
義
江�

歳
月
は
貧
困
の
記
憶
消
し
ゆ
け
ど
物
を
捨
て
得
ぬ
わ
れ
に
て
あ
り
し�

 

並
　
木 

飯
田
喜
久
子�

月
夜
に
て
歩
い
て
行
き
し
隣
村
子
供
相
撲
の
あ
り
し
懐
か
し�

 

武
　
田 

飯
田
　
文
雄�

過
ぎ
去
り
し
季
節
の
余
韻
感
じ
つ
つ
月
夜
の
光
り
心
に
し
み
る�

 

四
季
の
丘 

村
山
　
和
子�

ひ
つ
じ
雲
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「毛布・布団の丸洗い」�

国産・外車・車検・整備・鈑金塗装・販売�

日東寺自動車�
☎（0478）72-2533�
FAX（0478）72-3774神崎町役場前�

　不正軽油の製造・販売・使用は、脱税だけで

なく住民の健康や地域の環境に悪影響を与える

悪質な犯罪行為です。�

　１０月は、不正軽油の撲滅を目指して全国一

斉に様々な取組みが行われます。県では、この

期間に合わせ、各種調査を実施します。�

　不正軽油は「買わない・売らない・使わない」、

町民の皆さまのご協力をお願いします。�

◆お問い合わせ�

　香取県税事務所�

　☎○５４１３１４�
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　本町のスポーツの秋を代表する一大イベント「町民
運動会」が下記のとおり開催されます。スポーツの祭
典に家族そろって参加して、さわやかな汗を流しま
しょう。

※運動会当日（１０月７日）は、「神崎ふれあいプラ
　ザ」と「わくわく西の城」を といたします
　ので、ご了解ください。

　「近所で草木を燃やして煙たい」、「窓が開けられな
い」、「洗濯物に臭いがついて困る」といった苦情が、
住宅密集地などで特に多く寄せられています。
　野焼きは一部の例外を除いて法律により禁止され
ており、また、ごみを燃やすと悪臭や煙による近隣
住民とのトラブルだけでなく、ダイオキシン類など
の有害物質を発生させ、人の健康への影響が心配さ
れています。
　畑や庭から出た草木はよく
乾かして、他の可燃ゴミと同
様に袋に入れてゴミステーシ
ョンに出して下さい。
○お問合せ先
　町民課生活環境係
　 ２１１１

　町では、次世代を担う乳児の交通安全対策及び子
育て支援対策として、
チャイルドシート購入費
の一部を補助しています。

 ● 平成１８年４月１日以
　降に生まれた乳児で、
　購入日に対象となる乳児が１歳未満であること。
 ● 購入日及び申請日に、町内に住所を有していること。
 ● 町税を滞納していないこと。

　国土交通省の定める安全基準又は同等
　の基準に適合するチャイルドシート。

　１台につき５ ,０００円を上限とする。
◎申請など詳細については、町総務課（ ２１１１）
　へお問い合わせください。
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　千葉県立香取特別支援学校で
は、今年も地域の人たちとのふ
れあいと日ごろの生徒たちの活
動を発表する場として、「かよ
う祭」を開催します。町民の皆
さまのご来校をお待ちしていま
す。

▼日時　11月10日 　10：00～
　14：15

▼内容　舞台発表、作業製品の
　頒布、遊びコーナー、模擬店
　等

▼お問い合わせ　千葉県立香取
　特別支援学校　 ２９１１

　保護者の病気や離婚など、
様々な理由から家庭で生活する
ことができない子どもたちを、
保護者に代わって育ててくださ
る里親を募集しています。
　子どもが健やかに成長するに
は、安定した家庭環境の中で、
温かい愛情のもとに育てられる
ことが必要です。ぜひ里親に
なっていただけませんか。

▼お問い合わせ　銚子児童相談
　所
　 ０４７９－２３―００７６

　冬休み期間を利用し、小学生
から高校生までを対象にした海
外派遣の参加者を募集していま
す。体験を通じて国際性を養い
ませんか。

▼日程　12月24日 ～31日
▼行先　グアム・オーストラリ

　ア・フィジー・カンボジア

▼内容　ホームスティ・キャン
　プ・文化交流・牧場体験　等

▼対象者　小学校３年生から高
　校３年生まで
※行先によって、活動内容や対
　象年齢が異なります。

▼参加費　19.5万円～29.8万円
　（共通経費は別途）

▼申込締切　１１月２日

▼お申し込みとお問い合わせ
　（財）国際青少年研修協会
　 ０３－３３５９－８４２１

　千葉県では、原爆被害者二世
の方に対する健康診断を実施し
ます。

▼対象者　原爆被爆者の実子で、
　県内に住所を有し、受診を希
　望される方。なお、受診希望
　者が多数の場合は、昨年度未
　受診者を優先します。

▼実施期限　平成20年3月10日
　まで実施

▼申し込み期限　平成 20 年２
　月10日まで

▼申し込み方法　受診を希望さ
　れる方の住所・氏名・電話番
　号・生年月日・被爆者である
　親の氏名・住所・被爆者手帳
　番号を明記のうえ下記に郵送
　願います。なお、受診書等は
　後日送付いたします。検査の
　種類によっては一部自己負担

　が生じる場合があります。

▼申し込み先とお問い合わせ
　〒２６０－８６６７
　千葉市中央区市場町１－１
　千葉県健康福祉部健康福祉指
　導課援護恩給室
　 ０４３－２２３－２３４９

　平成19年10月19日から千葉
県最低賃金が次のとおりに改正
されます。
　　改正前　　　　
　  ６８７円　→　
　詳しくは、千葉労働局労働基
準部賃金室（ 043-221-2328）
へお問い合わせください。ま
た、24時間テレフォンサービス
043-221-4700もご利用くださ

い。

11月の陶芸のつどい�
◆日時　11月２日○ 、８日○�
　　　　18日○、27日○�
　　　　８：３０～�

納め忘れのないようお願いします�

10月の納期�

町 県 民 税　  第3期分�
国民健康保険税　第7期分�
介護保険料（普通徴収）
　　　　　     第7期分�

◆申し込み先とお問い合わせ�
　わくわく西の城　　○72３１８０�

篆刻教室の開催�
◇日時　10月27日○土　９：30�
　～15：00（受付は９：00）�
◇定員　30名�
◇申込受付　10月２日○火 ～�
※詳しくは、�
　回覧のチラ�
　シをご覧く�
　ださい。�
�
　 篆刻の作品➡�

　　　金　　　　 　木�

日　　　　　火�






